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聴覚障害者向けの電車支援サービスアプリの開発
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背景

補聴器は、人の言葉だけ、電車の音だけ、と区別して聞き分けることができない。

電車での音声案内の聞き取りは不可能に近い

QRコードを各車両に設置し、誰でもどこでも音声案内が確認できるようなシステムが
あれば、さらに電車が利用しやすくなるのでは。

QRコードシステムはすでに実用化されていたが、リアルタイムで遅延情報を知らせ
ることはできていない。（ ３０分以内には情報が掲載される→5～10分などの短時間

ですぐに掲載することは、正確性の面でできない）

JR四国さんへのインタビュー

《リアルタイムで運行情報を伝えることができるサービスをつくりたい》

現状としてリアルタイム運行情報案内システムはない



作成する音声認識アプリの流れ

ダイヤの乱れ、人身事故、
踏切の点検などで電車が

止まった際の車内放送を文
字化

車内に設置してあ
るQRコードを読み

込む

WEBアプリに飛び、車
内放送の内容が確認

できる。

リアルタイムで文字化の必要がある

音声ファイルを集めてプログラムで認識させたがうまくいかない・・・

原因を探るために音声ファイルを解析

ポイント

だが…

そこで



電車の走行音のスペクトル解析

・６個の音声データの聞こえ方をPythonで解析

①スペクトルグラム：縦軸が周波数(ｋHz)、横軸が時間(s)（黒→紫→赤→黄の順に音が大
きくなる）
②スペクトラム：どの周波数のレベルが高いかがわかる（図だと①で黄色い0Hz～1kHz ）

電車の走行音：0～1kHz,電車の揺れる音：2～8kHz,
男性の放送：2～5kHz,女性の音声アナウンス：4～8kHz

電車の走行音は周波数
成分は基本の音は1kHz

以下に集中

電車の走行音

１kHz① ②



聴覚障がい者（感音性難聴）は、高い周波数の音ほど聞き取りにくいことが多い。

電車の走行音は0～1kHz(低い)
アナウンスの音声は2～8kHz（高い）

聞き取りは非常に困難である
ことが数値上で分かった。

電車の走行音の周波数解析~結論~

有毛細胞：位置する場所によって、分析する音の高
さ（周波数）が違う。

蝸牛の入口付近の有毛細胞が一番高い音を分析し、
奥に向かうに連れて低い周波数の音を分析する。

入口に近い有毛細胞ほどダメージを受けているため、

高い音が聞こえにくい。

有毛細胞



ノイズキャンセリング

・閾値（しきいち）で音の大きな部分を判断し、閾値で決めたHzよりも下の部分が大きな音→ノイズ
キャンセリングを行う

今回は電車の走行音や揺れのノイズをなくすため閾値は5kHzに設定。→それ以下の音は消される。

低い周波数の音が主に
表示されている

→電車の走行音のみ

高い周波数の音が表示され
るようになっている→音声案

内部分が明瞭になった

０～１kHzの電車の走行音
が大幅に軽減された

ノイズキャンセリング前

ノイズキャンセリング後



アプリの開発①（前期）

使用した言語：Python

開発環境：Visual Studio Code

フレームワーク：Django

140字以内で投稿可能

日時を自動
入力

投稿内容をデー
タベースに保存

管理ページ

新しい投稿が上に

投稿内容の消去・
編集などが可能

掲示板アプリ



アプリの開発②（後期）

使用した言語：Python

開発環境： Jupyter Notebook

ツール：streamlit・Cloud Speech‐To‐Text

ファイルの詳細を
表示

日本語・英語を選択可能

押したら文字起こし開始

自分の音声は認識できた

ファイルからwav形式の

ファイルを選択して読み
取る。





まとめ

・スペクトル解析を行い、電車の走行音が聴覚障がい者にとってどのような聞こえ方を
しているのかを理論的に説明することができた。

・電車の走行音を軽減させるノイズキャンセリングを行い、ノイズを低減できた。

・実際に動作する音声案内文字起こしアプリの開発ができた。

今後は、改良したノイズキャンセリング機能、ストリーム再生機能を
組み込んだアプリを開発することで実用化を目指す。

自作のアプリではうまく認識できなかった

音声認識アプリの作成に成功


